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議案第６号 

尾張都市計画地区計画の変更（小牧市決定） 

 都市計画小牧三丁目地区計画を次のように変更する。 

名 称 小牧三丁目地区計画 

位 置 小牧市小牧三丁目の一部 

面 積 約１．５ｈａ 

区
域

の
整

備
・

開
発

及
び

保
全

の
方

針
 

地 区 計 画 の 目 標  

本地区は、本市の中心である小牧駅の近隣にあり、小牧駅

西地区Ｂ街区第１種市街地再開発事業地区に隣接し、商業・

業務活動の活発化が予想されている地区である。そのため、

地区計画を策定し、商業・業務機能及び住宅機能を立体的に

集積し、良好な都市環境と活力ある市街地の形成を図る。 

土 地 利 用 の 方 針  

 周辺環境への影響に留意するとともに、合理的かつ健全な

土地利用を誘導し、周辺地域と調和した良好な市街地形成を

図る。 

地 区 施 設 の 

整 備 の 方 針 

① 町口３号線及び幹線道路１号は、人と車が安心して共存で

きる魅力的な都市空間として整備する。 

② 地区周辺の商業施設との調和を図りつつ、開放的なオープ

ンスペースと一体となった歩行者空間を整備する。 

建 築 物 等 の 

整 備 の 方 針 

① 道路境界部分については、公共施設と一体となってオープ

ンスペースを十分確保する。 

② 地区全体の調和に配慮した、小牧市中心地としての都市景

観の形成を図る。 

③ 建築物の不燃化を促進し、防火性の向上を図る。 

④ 安全で快適な歩行空間を確保するとともに、建築物の用途

の混在化や敷地の細分化を防止する。 

地
 

区
 

整
 

備
 

計
 

画
 

地 区 施 設 の 

配 置 及 び 規 模 

種  類 名   称 規   模 

道  路 

地区幹線道路１号 幅員約 12m 延長約 50m 

地区幹線道路２号 幅員約 16m 延長約 110m 

地区内道路１号 幅員約  9m 延長約 175m 

地区内道路２号 幅員約  4m 延長約 70m 

その他の 

公共空地 
歩 道 状 空 地 幅員約  4m 延長約 70m 

配置については、計画図のとおり 
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地
 

 
区

 
 

整
 

 
備

 
 

計
 

 
画

 

建
 

築
 

物
 

等
 

に
 

関
 

す
 

る
 

計
 

画
 

建 築 物 の 

用 途 の 制 限 

次の各号に掲げる建築物は、建築してはならない。 

1. 町口３号線に面する１階部分を、住戸及び住室の用途に供

するもの 

2. 工場〔パン屋、米屋、豆腐屋、菓子屋などの食品製造工場

で作業場の床面積の合計が 50 平方メートル以内のもの

（原動機を使用する場合にあっては、その出力の合計が

0.75キロワット以下のものに限る）を除く。〕 

3. 倉庫業を営む倉庫 

4. キャバレー、料理店、ナイトクラブその他これらに類する

もの 

5. 個室付浴場業に係る公衆浴場その他これらに類するもの 

建 築 物 の 

敷 地 面 積 の 

最 低 限 度 

１２０平方メートル 

建 築 物 の 

容 積 率 の 

最 低 限 度 

１００% 

建 築 物 の 

壁 面 の 位 置 

の 制 限 

 町口３号線に面する建築物の１階及び地階の階で当該敷地

が接する歩道より上にある部分の外壁若しくはこれに代わる

柱の面又は建築物に付属する門若しくは塀から道路境界線ま

での距離は１メートル以上としなければならない。 

建 築 物 の 

意 匠 の 制 限 
 周辺の景観に配慮した色調とする。 

か き 又 は 

さ く の 構 造 

の 制 限 

 建築物に付属する門または塀の構造は、生垣又は透視可能

なものとし、ブロック又はこれに類するものを設置してはな

らない。 

備     考 町口３号線は、計画図表示のとおり 

 

「区域、地区整備計画の区域は計画図表示のとおり」 

 

理由 

風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律の改正に伴い、建築物の用途の制

限を変更するものである。 
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理由書 

 

【小牧三丁目地区】 

 

１ 変更の概要 

 主な変更は以下のとおりです。 

変更前後 
区域面積 

（ha） 
建築物の用途の制限 備考 

変更前 約 1.5 
キャバレー、料理店、ナイトクラブ、ダンスホ

ールその他これらに類するもの 

最終決定 

平成 22 年 12 月 24

日 

告示 

変更後 約 1.5 
キャバレー、料理店、ナイトクラブその他これ

らに類するもの 
－ 

 

２ 当該都市計画の都市の将来像における位置づけ 

小牧市都市計画マスタープラン（小牧市：平成２２年３月策定）において、

当該地区は、地域別構想の小牧地域のまちづくり方針図では、「商業業務地区」

として位置づけられています。（P.85） 

 

３ 当該都市計画の必要性 

 地区計画は、それぞれの地区に応じて、良好な都市環境の形成を図るために

必要な事項を定める「地区レベルの都市計画」であり、地区独自のルールをき

め細かく定め、その地区における土地利用をコントロールすることにより、秩

序ある土地利用の実現を図るために有効な都市計画です。 

 当該地区は、平成８年に「商業・業務機能及び住宅機能を立体的に集積し、

良好な都市環境と活力ある市街地の形成を図ること」を目的として地区計画を

定め、建築物の用途の混在化を防止するために建築物の用途の制限を定めまし

た。 

 しかし、風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律が改正され、建

築物の用途の制限が変更になりました。 

 このため、地区計画を変更し、秩序ある土地利用の実現を図ります。 

 

４ 当該都市計画の妥当性 

風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律の趣旨を鑑みると、建築

物の用途の変更は妥当です。 
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尾張都市計画地区計画の変更（小牧市決定） 

尾張北部都市計画小牧三丁目地区計画を尾張都市計画小牧三丁目地区計画に改める。 

名 称 小牧三丁目地区計画 

位 置 小牧市小牧三丁目の一部 

面 積 約１．５ｈａ 

区
域

の
整

備
・

開
発

及
び

保
全

の
方

針
 

地 区 計 画 の 目 標 

本地区は、本市の中心である小牧駅の近隣にあり、小牧駅

西地区Ｂ街区第１種市街地再開発事業地区に隣接し、商業・

業務活動の活発化が予想されている地区である。そのため、

地区計画を策定し、商業・業務機能及び住宅機能を立体的に

集積し、良好な都市環境と活力ある市街地の形成を図る。 

土 地 利 用 の 方 針 

 周辺環境への影響に留意するとともに、合理的かつ健全な

土地利用を誘導し、周辺地域と調和した良好な市街地形成を

図る。 

地 区 施 設 の 

整 備 の 方 針 

① 町口３号線及び幹線道路１号は、人と車が安心して共存

できる魅力的な都市空間として整備する。 

② 地区周辺の商業施設との調和を図りつつ、開放的なオー

プンスペースと一体となった歩行者空間を整備する。 

建 築 物 等 の 

整 備 の 方 針 

① 道路境界部分については、公共施設と一体となってオー

プンスペースを十分確保する。 

② 地区全体の調和に配慮した、小牧市中心地としての都市

景観の形成を図る。 

③ 建築物の不燃化を促進し、防火性の向上を図る。 

④ 安全で快適な歩行空間を確保するとともに、建築物の用

途の混在化や敷地の細分化を防止する。 

地
 

区
 

整
 

備
 

計
 

画
 

地 区 施 設 の 

配 置 及 び 規 模 

種  類 名   称 規   模 

道  路 

地区幹線道路１号 幅員約 12m 延長約 50m 

地区幹線道路２号 幅員約 16m 延長約 110m 

地区内道路１号 幅員約  9m 延長約 175m 

地区内道路２号 幅員約  4m 延長約 70m 

その他の 

公共空地 
歩 道 状 空 地 幅員約  4m 延長約 70m 

配置については、計画図のとおり 

変更前 
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建 築 物 の 

用 途 の 制 限 

次の各号に掲げる建築物は、建築してはならない。 

1. 町口３号線に面する１階部分を、住戸及び住室の用途に

供するもの 

2. 工場〔パン屋、米屋、豆腐屋、菓子屋などの食品製造工

場で作業場の床面積の合計が50平方メートル以内のもの

（原動機を使用する場合にあっては、その出力の合計が

0.75キロワット以下のものに限る）を除く。〕 

3. 倉庫業を営む倉庫 

4. キャバレー、料理店、ナイトクラブ、ダンスホールその

他これらに類するもの 

5. 個室付浴場業に係る公衆浴場その他これらに類するもの 

建 築 物 の 

敷 地 面 積 の 

最 低 限 度 

１２０平方メートル 

建 築 物 の 

容 積 率 の 

最 低 限 度 

１００% 

建 築 物 の 

壁 面 の 位 置 

の 制 限 

 町口３号線に面する建築物の１階及び地階の階で当該敷地

が接する歩道より上にある部分の外壁若しくはこれに代わる

柱の面又は建築物に付属する門若しくは塀から道路境界線ま

での距離は１メートル以上としなければならない。 

建 築 物 の 

意 匠 の 制 限 
 周辺の景観に配慮した色調とする。 

か き 又 は 

さ く の 構 造 

の 制 限 

 建築物に付属する門または塀の構造は、生垣又は透視可能

なものとし、ブロック又はこれに類するものを設置してはな

らない。 

備     考 町口３号線は、計画図表示のとおり 

  

「地区整備計画区域は計画図表示のとおり」 

 

理 由 

 都市計画区域の再編に伴い、名称を変更するものである。 
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